兵庫県中古農業機械査定士協議会規約

（名称）

第1条 本会は、兵庫県中古農業機械査定士協議会（以下「兵庫県査定士協議会」という）と称する。

（所在地）

第 2 条 本会は、事務所を代表幹事の所属する組織体（兵庫県農業機械化協会）の所在地に置く。

（目 的）

第 3 条 一般社団法人日本農業機械化協会（以下「協会」という）が行う中古農業機械査定士制度（以下「本制度」という）に賛同し、協会の指導・支援の下、兵庫県における講習および技能検定試験の実施、協会が行う中古査定士の登録・管理等の業務への支援・協力を適切に行うこと等により中古農業機械市場の健全な発展に資することを目的とする。

（運 営）

第 4 条 兵庫県査定士協議会の運営は、兵庫県農業機械化協会、ＪＡ全農兵庫県本部および兵庫県農機商組の相互の協力により行う。

（事 業）

第 5 条 兵庫県査定士協議会は、目的達成のため次の事業を行う。

（１） 兵庫県査定士協議会の設置・届出・運営

（２） 講習および技能検定試験の実施

（３） 協会に所属する中古査定士リストの作成・管理

（４） 所属する中古査定士の研鑽と親睦等

（５） その他、目的達成のために必要なこと

（役 員）

第 6 条 兵庫県査定士協議会に次の役員をおく。

（１）共同代表幹事（会長） ２名
（２）副会長 ２名

（３）幹 事 １０名以内

（４）会 計 １名

２ 代表幹事（会長）は、ＪＡ全農兵庫県本部および県農機商組の幹事から各 1 名選出し、共同代表幹事とする。（役員の選出）

第 7 条 幹事は兵庫県農業機械化協会、ＪＡ全農兵庫県本部および兵庫県農機商組の役員会の協議において選出する。共同代表幹事（会長）、副会長および会計は幹事の互選とする。

（役員の任期）

第 8 条 役員の任期は 2 年とする。ただし再任を妨げない。補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

2 役員は、任期終了後でも後任者が就任するまではその職務を行わなければならない。

（役員の任務）

第 9 条 共同代表幹事（会長）は、本会を代表して会務を掌る。

2 副会長は代表幹事（会長）を補佐し、代表幹事（会長）に事故があるときは職務を代理する。

3 会計は、本会の会計を担う。

（管理責任者の任命）

第 10 条 代表幹事（会長）は、本制度の的確実施のため、幹事の承認を得て管理責任者を任命する。

（管理責任者の任務）

第 11 条 管理責任者は、第５条（２）および（３）を的確かつ円滑に実施することを責務とする。

（経費等）

第 12 条 兵庫県査定士協議会の運営に要する経費は、受検・受講料の収入の一部を充てる。

２ 兵庫県査定士協議会は、必要に応じて本制度の適切かつ円滑な運営に要する経費として、受検・受講料に上乗せして徴収することができる。

３ 上乗せ徴収額は、幹事の承認の下、代表幹事（会長）が定める。

（事業年度）

第 13 条 兵庫県査定士協議会の事業年度は、毎年４月１日から ３月３１日までとする。

（その他）

第 14 条 この規約に定めるもののほか、兵庫県査定士協議会の運営に関し必要な事項は、兵庫県農業機械化協会、ＪＡ全農兵庫県本部および兵庫県農機商組で協議のうえ、定める。
（施行期日）

この規約は、平成２７年９月２５日から施行する。
（別表）役員体制(敬称略)
	職名
	定数
	氏　名

	共同代表幹事
	２
	田中正美、高橋速人

	副会長
	２
	市川廣、片山一浩

	幹事
	10名以内
	本岡賢二、田邊一也、清水保博、
前田和徳、岩崎厚

	会計
	１
	小林正幸

	管理責任者
	２
	松本功、山本哲史

	
	
	


なお、役員体制は人事異動等により変更する場合がある。
（令和２年４月１日現在の役員体制図）
付則：上位規程(日本農業機械化協会：平成２６年４月１日制定)が、平成３０年２月２１日に全面改正・施行されたことにより、関係する規定を一部修正した。
兵庫県中古農業機械査定士協議会 運営要領
　事業実施にあたり運営方法等の必要な事項について、協会の定めた規則に則り、兵庫県査定士協議会として以下に定める。

１．中古査定士制度の管理責任者の選任

　兵庫県査定士協議会は、本制度の適切かつ円滑な運営のため、管理責任者を定める。管理責任者は、本制度の的確運営に必要な資質等を備えた実務者から選任する。

２．講習会の開催日時・場所の決定

１）兵庫県査定士協議会は、協会及び全農全国本部・全農機商連(以下、「所属本部」という)と事前協議を行い、講習会の開催日時・場所を決定する。
２）兵庫県査定士協議会は、講習会の開催日時・場所を決定後に、様式県協－2号により協会に講習会開催依頼を行うと同時に、所属本部に様式県協－2号の写しを送付する。
３）これを受けて、協会から兵庫県査定士協議会あて、講習会の開催が通知される。

３．受講・受検者への案内

１）兵庫県査定士協議会は、別添「第○期中古農業機械査定士講習・技能検定試験案内(案)」に必要事項を追記・修正し、傘下会員、組合員に受講・受検の案内を送付する。

２）併せて、既に中古査定士講習会を受講し、技能検定試験が不合格となった者へ再受検の意思を確認する。

４．受講・受検申込み
１）受講・受検を希望する者は、講習・技能検定申請書(様式　検－１号)に、必要書面(写真３枚・運転免許証(写)・農業機械整備技能士資格またはそれに準ずる資格を有していること、適格事業者に所属していることを証明する書類)を添え、兵庫県査定士協議会に申し込む。

５．受講・受検者の取りまとめ、報告

１）兵庫県査定士協議会は、講習会開催の10日前までに、講習・試験申請書を取りまとめる。なお、講習会開催の最低人員である12名以上を取りまとめる。12名を下回る場合は、所属本部を通じて協会と協議するものとする。
２）県査定士協議会は、取りまとめた講習・試験申請書について、以下事項について確認を行う。

ア．講習・技能検定申請書の必要記載事項(太黒枠内)に記載漏れがないか確認する。

イ．必要書面が添付されているか確認する。

ウ．運転免許証・農業機械整備技能士資格等の記載内容が正しいかを確認し、確認後は各々の講習・技能検定申請書審査欄に確認者氏名を記入または押印する。

３）取りまとめ・内容確認を行った書類は、様式県協－３号を添え、所属団体を通じて、講習会開催７日前までに協会に送付する。なお、兵庫県査定士協議会および所属団体は、様式検－１号の写しを保管する(添付書類の写は不要)。
６．受講・受検料の徴収

１）兵庫県査定士協議会は、受講・受検者から講習会開催前(１０日)までに受講料を徴収する。

２）JA全農兵庫県本部傘下の農協からの受講・受検者、および兵庫県農機商組組合員からの受講・受検者は、兵庫県農業機械化協会の指定口座に振り込む。その後、兵庫県農業機械化協会は振り込まれた金額を、全農全国本部、全農機商連それぞれに仕訳けて振り込む。
７．受検票の交付

１）兵庫県査定士協議会は、協会から返送された中古農業機械査定士講習・技能検定試験受検票に受検番号が記載されていることを確認のうえ、講習会開催までに受講・受検者へ交付する。

８．講習会場の準備

１)講習会の講習に必要な以下の視聴覚資機材を準備する。

机・椅子、ＰＣ、プロジェクター、スクリーン、スクリーン指し棒


ホワイトボード、ホワイトボード用ペン、音響装置等

９．講習会の開催

１）講習会前日までに、講師と会場準備状況、当日スケジュール等を確認する。

２）講習会当日、受講者の出欠(受検票の写真と本人を照合)を確認する。

３）受講者に講習会場を案内する。(トイレ・喫煙場所等)
４）各講習の終了後、講師が受検票に受講印を押印することを補助する。

５）その他、講習会の実施にあたり講師を補助する。

１０．試験の準備

１）試験の日時・場所について、受講者・受検者に連絡する。

２）管理責任者は、協会から送付された試験問題用紙・答案用紙を試験実施前までに厳重に保管する。

３）試験会場に必要な資材(机・椅子)を準備し配置する。試験会場の席次を確定する。また、机肩には、受検番号・氏名を記したシールを用意する。
１１．試験の実施

１）試験当日、受検者の出欠を確認(受検票の写真と本人を照合)するとともに、試験開始10分前までに着席できるよう指示する。

２）試験開始時間に合わせ、試験問題・回答用紙を配付する。
３）試験前に、試験を早く終えても試験終了20分前までは退出できないことを案内する。

４）試験の開始を宣言する。

５）試験時に不正行為がないか試験会場全体を監督管理する。

６）試験終了を宣言した後、試験問題・答案用紙の全てを回収する。未配付の問題・答案用紙の全てを回収する。未配付の問題・回答用紙も含め、当初協会から送付された部数と合致することを確認する。

１２．試験問題・答案用紙の協会への返送

１）管理責任者は、１１．６）後、試験終了当日に試験問題・回答用紙全てを速達書留または宅配便で協会へ返送する。
１３．試験の合否の連絡および合格証書の交付

１）協会での技能試験採点、および、運営規定第28条の検定委員会での合否確定後、兵庫県査定士協議会に合否の結果が連絡される。
２）兵庫県査定士協議会は受検者に合否の結果を連絡する。

３）後日、協会から所属本部を通じて送付される合格証書を合格者に交付する。

１４．査定事業者実施届出書の届出および中古農業機械査定士登録・更新名簿の作成

１）兵庫県査定士協議会等は、合格者が所属する事業者へ査定事業実施届出書(様式査－1号)の提出を依頼する。

２）合格者が所属する事業者は、様式査－1号に必要事項を記載のうえ、代表者が押印し、兵庫県査定士協議会に提出する。
３）農業機械整備施設設置認定事業を行っていない都道府県では、県査定士協議会等が国の定めた農業機械整備施設設置基準を満たしているかを確認し、査定事業者実施届出書に押印する。(兵庫県は実施県であり、この条文は不要)

４）兵庫県査定士協議会等は、所属本部に様式査－１号を添え、査定事業者実施届出書(様式査－２号)および中古農業機械査定士登録・更新名簿(様式査－13号)を提出する。

５）所属本部は、様式査－1号）を添え、協会に査定事業者実施届出書(様式査－3号)および中古農業機械査定士登録・更新名簿(様式査－13号)を提出する。

６）協会は、査定事業者実施届出書および中古農業機械査定士登録・更新名簿の記載内容を確認後、査定事業者実施届出書受理書(様式査－4号)を所属本部に通知する。

７）所属本部は、兵庫県査定士協議会に、査定事業者実施届出書受理(様式査－5号)を通知する。

８）兵庫県査定士協議会は、事業者に査定事業者届出書が受理されたことを通知する(様式査－6号)。また、今後、査定事業者実施届出書の記載内容に変更(資格変更・退職・施設名変更等)が生じた場合は、査定事業者・査定士変更・終了届出書(様式査－7号)を提出する旨をあわせて連絡する。
１５．中古農業機械査定士証の交付

１）協会は所属本部及び兵庫県査定士協議会を通じて中古農業機械査定士証を交付する。

１６．査定事業者実施届出書の記載内容の変更

１）事業者は、査定事業者実施届出書の記載内容に変更が生じた場合は、すみやかに、査定事業者・査定士変更・終了届出書(様式査－7号)を兵庫県査定士協議会に提出する。

２）兵庫県査定士協議会は、様式査－7号を添え、所属本部に査定事業者・査定士変更・終了届出書(様式査－8号)を提出する。
３）所属本部は、様式査－7号を添え、協会に査定事業者・査定士変更・終了届出書(様式査－9号)を提出する。

４）協会は、査定事業者・査定士変更・終了届出書の記載内容を確認後、査定事業者・査定士変更・終了届出受理書(様式査－10号)を所属本部に通知する。

５）所属本部は、兵庫県査定士協議会に、査定事業者・査定士変更・終了届出受理書(様式査－11号)を通知する。

６）兵庫県査定士協議会は、事業者に査定事業者・査定士変更・終了届出書が受理されたことを通知する(様式査－12号)。また、中古農業機械査定士登録・更新名簿を修正し協会に報告する。

１７．査定士資格の更新
１）資格更新は、原則として3年ごとに実施する(満2年を越えた中古査定士へ更新を促す)。

２）査定士資格の更新は、査定事業者実施届出書、および中古農業機械査定士登録・更新名簿の記載内容の変更の有無について、再確認を行う。

３）兵庫県査定士協議会等は、中古農業機械査定士登録・更新名簿を所属本部を通じて協会に提出する。

４）なお、関係法令、査定方法等に変更があった場合、原則として3年ごとに協会が企画する資格更新講習会を開催する。

１８．中古査定士の技術力向上にむけた取組み

１）農業機械整備技能士(国家資格)の資格取得を促進する。

２）査定技術向上のための技術研修会の開催に努める。

以上
第１０期中古農業機械査定士講習・技能検定試験の案内
平成３０年１０月４日

兵庫県中古農業機械査定士協議会

　一般社団法人日本農業機械化協会(以下、協会)が定める「中古農業機械査定士制度運営規定(以下「運営規定」という)に基づき、第１０期中古農業機械査定士講習(以下、講習)および中古農業機械査定士技能検定試験(以下、試験)を以下の通り実施します。

　本講習の受講と本試験の受検を希望される方は、以下の要領で本協議会へ申請して下さい。

　この受講と受験の申請者を雇用する中古農業機械査定事業希望者は、この申請・受講・受検の手続き等にご支援をお願いします。

　また、試験の合格者である中古農業機械査定士を常態雇用して、中古農業機械査定事業(以下、「中古査定事業」という)を行うことを希望する場合は、県査定士協議会の指導の下、関係規定を遵守し、(別紙)「中古農業機械査定事業の案内」を参考に諸手続きを行い、中古査定事業を実施して頂きたくお願いします。
第１　講習・試験の申請

　１．受講・受検の資格

（１）農業機械整備技能士(国家検定)の資格を取得している者および同資格
　　に準ずる資格取得者

＊同資格に準ずる資格として全農、ヤンマー関係の取得者は、査定士資格の更新は可能です。但し、これ以外の資格の保持者は査定士資格取得後満3年の日までに農業機械整備技能士の資格を取得しなければ査定士資格を更新できません。

（２）適格事業者(運営規定第2条の(11))に常態雇用されている者

　

　２．申請

（１）申請期間：平成３０年１１月９日～平成３０年１１月２８日　20日間

（２）受付者：兵庫県中古農機査定士協議会

　３．申請に必要な書面等

（１）講習・技能検定申請書：用紙は、兵庫県査定士協議会で準備します。なお、申請書様式はこの案内にも添付しています。
（２）顔写真・3枚(縦40mm×横30mm)：写真は無帽・上半身・正面・無地背景、申請3か月以内に撮影し、鮮明なもの(カラー光沢仕上げ)。

（３）運転免許証の写し
（４）農業機械整備技能士および準ずる資格取得者：「合格証書」または「技能士手帳」の写し(合格証書はA4サイズに縮小可)
４．受講料・受検料の納入

（１）1人当たり　　20,000円(税別)　(受講料・受検料、3年間の変更届け等を含む。)　但し、検定試験不合格者の再受検は7千円(税別)とする。
（２）時期・方法　　申請と同時に指定の口座に振り込む。


(一旦受領した受講料、受検料等は、原則として返還しない。)

（３）振り込み口座（系統組織、県商組組合員とも共通）
ア、振込口座番号１：

郵便振替払込：０１１２０－４－７９６０

　　
名義：兵庫県農業機械化協会
ウ、振込口座番号２：

三井住友銀行北条支店：４４４－普通３４２０５４４
名義：兵庫県農業機械化協会
第２　講習

１．日程・会場

（１）開催日時：平成３０年１２月１４日(金)１０時００分(９時３０分受付)
平成３１年　１月２９日(火)１６時００分まで合計2日間
（２）会　　場：兵庫県立農林水産技術総合センター　本館３階会議室
 〒679-0103 兵庫県加西市別府町南ノ岡甲1533　


カーナビ入力用：0790-47-　事務局電話：090-3031-6058
加西別府交差点を南進500ｍ左折すぐ
２．講習の内容

（１）中古査定士制度等および関係法令に関すること

（２）査定基準等に関すること

（３）査定実技(机上査定)に関すること
（４）その他査定の実務に必要なこと

３．講習の実施方法

（１）原則として下記の教材等を用いて、上記「講習の内容」を講習する。


①中古農業機械査定基準等（講習テキスト）

②中古農業機械価格ガイドブック

（２）講習期間中に模擬試験問題等により学習成果を確認する。

４．受講時の注意事項

（１）県査定士協議会ごとに設定している。

（２）その他、詳細は兵庫県中古農機査定士協議会、全農兵庫(0790-48-4404)、兵庫県農機商組(0790-47-1536)に問い合わせのこと。

(兵庫県農業機械化協会ホームページに記事掲載) http://www.hyogonokisho.org/index.html
第３　試験

１．日程・会場

（１）開催日時：平成３１年２月６日(水)１２時３０分受付

１３時００分～１６時００分

（２）会　　場：兵庫県立農林水産技術総合センター　３階会議室

県立農林水産技術総合センター敷地内
２．試験(学科と実技)の内容

（１）中古農業機械査定士制度

（２）中古農業機械査定基準

（３）その他中古農業機械の査定に関する事項

（４）査定の実技(机上査定)

３．試験の実施方法

（１）試験は、原則として実技(机上査定)試験、学科試験の順に実施する。

（２）実技(机上査定)試験は、想定された農業機械について文書と略図によって農業機械の部位と状況を示しているので、定めた査定基準を使用して個別査定を行いその結果を解答する。電卓を持参すること。携帯電話の電卓機能は使用不可。
（３）学科試験は、教材図書を見ないで解答する。（○×式または択一式）

（４）出題数と時間


①実技(机上査定)
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ａ）乗用トラクタ
13：00～13：30



ｂ）乗用田植機

13：40～14：10
3機種　各30分



ｃ）コンバイン

14：20～14：50


②学科



15：00～16：00
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